
令和 7 年度 開かれた学校づくり協議会 第 1 回 議事録 

 

 

1. 校長挨拶 

協議会の目的が単に学校運営の改善ではなく、地域全体の発展を目指すものであることが強調され

た。PTA や地域施設、保育園などが協力し、学校を中心に地域づくりを進める方針。議事録はホーム

ページで公開され、保護者会でも説明される予定。協議会の透明性を確保し、広く地域に開かれたも

のとする方針。 

２. 参加者自己紹介 

参加者の委員が自己紹介を行った。紹介されたメンバーには、青少年協議会委員長、地域卒業生代

表、大学関係者、PTA 役員、老人ホームや子ども館の館長、地域コーディネーター、保育園の園長、鍼

灸師など多様な職種の方々が含まれる。事務局担当者や学校関係者も紹介され、今後協議会を進め

る体制が整った。 

３. 委員長・副委員長の選出 

令和 7 年度の「開かれた学校づくり協議会」が始動し、委員長には昨年度に続き小宮さんが選ばれ、副

委員長には後藤さんが就任。 

４. 学校運営について 

１）学校経営方針及び本協議会の位置付（校長） 

今年度の学校経営方針・・・重点課題として「思いやりのある子の育成」「自律的な学習者の育成」が挙

げられ、武蔵野市の学校教育計画（第四期）の理念「自他の幸せ」「豊かな社会」「未来の創り手の育成」

に沿った教育が推進される。また、「チーム桜野・みんなの Well-being を求めて」というキャッチフレ

ーズを掲げ、地域や保護者との連携を強化する。 

周年行事の準備・・・桜野小学校は創立 30 周年を迎え、令和 8 年度に記念行事を予定している。式典

や記念誌の作成、地域との交流イベントなどを計画し、11 月頃の開催を目指して準備を進める。卒業

生への協力も呼びかけ、地域全体で周年を祝う方針。 

家庭・地域との連携強化・・・総合的な学習の時間を活用し、市民性を育む活動を展開。地域の高齢者

との交流や、安全に関するフィードバック活動を実施し、子どもたちが社会参画の視点を持てるように

する。また、幼稚園・保育園との接続を重視し、小中連携の強化も進める。 

日席時 ： 令和７年５月１７日（土） １３：３０～１５：００  於 多目的室 

出席者 ： 協議会委員…校長、小宮、塩田、村田、大平、後藤、小川、田畑、関、中村、北川、福里 

出席者 ： 教職員…副校長、髙嶋、曽山   事務局…濱村、中山 

欠席者 ： 松村 



学習活動の工夫と教科担任制の導入・・・従来の教師主導型の指導から、生徒が学習内容や方法を選

択し、自己決定する場面を増やすことで主体的な学習者を育成。今年度は自律的・協働的な学びを強

化し、11 月 13 日に公開授業・協議会・講演会を開催予定。東京都の強化担任制の導入が進められ、

本校では体育の専門教員が五・六年生を指導。専門性の向上を目指す一方で、学級担任とのつながり

が希薄になる課題もあり、運用のバランスを検討していく。 

２）今年度の年間予定と主な教育活動（教務担当主幹・髙嶋） 

令和 7 年度の年間予定と教育活動が説明された。研究授業は 5 月～9 月に 4 回実施され、11 月

13 日に発表会を開催。学校公開は 5 月と 9 月、道徳授業公開講座は 6 月 21 日に予定。運動会は

10 月 25 日、展覧会は 2 月に実施し、六年生との交流イベントも計画されている。学校保健委員会で

は子どもの健康管理を議論し、宿泊学習や遠足も学年ごとに実施。今年は児童向けの講演会形式を採

用し、研究授業への外部参加も歓迎。教育活動の透明性と質の向上を図る。 

３）今年度の主な生活指導の取組（生活指導担当主幹・曽山） 

学校と地域が連携し、「チーム桜野」として児童の安全と健全な生活を支える方針。ふれあい月間を設

け、児童が悩みを相談しやすい環境を整備。いじめ防止、命を守る防災教育として避難訓練や震度体

験を実施。性暴力防止についても指導を強化し、相談窓口を周知。交通安全教室も開催し、地域と連

携して安全対策を進める。 

デジタルシティズンシップの育成・・・一人一台のタブレットを活用し、適切な言葉の使い方や共同作業

のマナーを指導。家庭では子どもと共に SNS やゲームのルールを決め、デジタル社会での健全な振

る舞いを育む。外部機関を招いたセーフティー教室も実施し、児童のネットリテラシー向上を図る。 

５. 協議 

１）どのような大人を目指すか 

学校教育の変化により、新しい世代の価値観や学び方への適応が必要とされている。特に小学生の教

育環境が重要であり、「どのような大人を育てるか」という視点が求められる。集団指導と個別支援の

バランス、学校と地域の連携、教師の負担軽減が課題となる。武蔵野市は多様性の理解を深め、学校・

地域双方で取り組む必要がある。 

２）地域との情報共有と防犯対策 

地域住民の協力を得ながら、安全な通学環境を整備。近隣での不審者情報の共有やパトロールの強化

が進められ、登下校の見守り活動への協力を求める声もあった。また、地域に学校の情報を広めるこ

とで関係を強化する試みも進められる。 

 

次回は 令和７年７月２３日（水） １３：３０～ 開催予定 
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